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別紙

（１）空間放射線量率測定結果　 （単位：nGy/h）

・「施設起因」と「降雨等」の影響が同時に認められた場合は、その主たる原因に分類している

   「最小値～最大値」。また、括弧内の数値は平均値。

・「施設起因」は、監視対象施設であるリサイクル燃料備蓄センターに起因するもの。

・ ｢過去の測定値の範囲」は、令和2～6年度の測定値の「最小値～最大値」。

   要因等の自然条件の変化」、「医療・産業に用いる放射性同位元素等の影響」、「国内外の他の

・ 測定時間数は3か月間で約2,200時間。

・ 測定値は１時間値。

   原子力施設からの影響」などが挙げられる。

・「降雨等」に分類する要因としては、「降雨、降雪、雷雨、積雪等の気象要因及び地理・地形上の

・ ｢過去の同一四半期の測定値の範囲」は、令和2～6年度の測定値のうち同一四半期の測定値の

・ ｢平常の変動幅」は、令和2～6年度の測定値の「平均値±（標準偏差の3倍)」。

・ 測定値は3MeVを超える高エネルギー成分を含まない。

施設起因 降雨等

  7月 1.8 6 0 6 

  8月 3.5 19 0 19 

  9月 2.8 10 0 10 

第2四半期 2.8 35 0 35 
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（２）環境試料中の放射能測定結果

・ 測定値は試料採取日時点の放射能濃度に補正した値。

（３）気象観測結果

　①降水量・積雪深

・ 積雪深における「過去の値」は、前年度までの5年間（令和2～6年度）の同一時期の平均値及び最大値。

・ 測定値は「地上気象観測指針」（気象庁）に基づく1時間値。

　

平均 最大

　　7月　 53.0 0 0 0 0 0 

　　8月　 184.5 0 0 0 0 0 

　　9月　 148.5 0 0 0 0 0 

第2四半期 386.0 0 0 0 0 0 

0 
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